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は㌍ノぼし　仝軌堺慮鮎の/,1†r温若君触

初雪嘩/J3%乙込む魯勧ヾやってまい()ましたーみrf=

ヨいかが克すごしですか. q月22日､請碑軌てtJhて才2回

麿食摘抑れまLr: ｡速くfJ:6)ましたか教を乾しますo

t I

1三つ(及すい)

丁液丁年払この璃胸腔で新邸組を子.,)
そ作からT耳向が夢坪のううにすぎてしまいれ

F, ｡現在のここうJS LEをはじめとして皮膚鞠

粟･落度症弓行晩周回考riと侍すごして,i=頑傾風土
rLlってAj)ますoy同じ府屠蘇こ､あI) fiかううェ-7,I

レthj)実郡rit周到二義IQ)られて3+t) 2せんし､鯵原義と

はわかっていてもはっき･)した轟易かついていr+V人7才またJ

二の倒産巨利断るここはこきませL/｡一日も早く,il骨顔組
'･になるよう泡こ対し車掌しにいと亀います｡受二の病気はす

蛙に'i;PL ､のご患者である主婦の嶋#tユ愛に/=%亥･j { /Tyムヘ′L/

1トの畢里もvJ派です.私も愈廼印可人かにお金し,_して動て1

度でも象多言あ軌､できる人がいr--うー-･延寛産後の短い顛向

で良いから/T-ムへ′レヾ-のような人がほしい寄.いろいろ,i

方かウ巽口伺如そういう皐変をきいて射ます｡立､夫婦そろ
って泉5%で､九かヾ入覆した暗に付き添う勅もrJく､周桑覇王

腰むにも鮪かもに'/いという切栗碑とはいてわL)ます｡
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市-ムヘ′Ll ヾ-別産棄現のF=めみrJ:ごLの声色示､一㌢こしてま

とり一客辞して行5 fこい鴫います｡摺紳友の尉cJ適鰻卵

はわずか加数笈の執､為の蕃_I)にすぎません紅蓮民の新に

凡そも経和親する現衝と裸のていrこ[-JtTるよう金遍凍食

や裳風樹t;td'六三儲巧者挽して先細単位
象争亀体LL/tLfIL芋なって泡解して5ました｡今後果物カ
しあ-守,yLでも汐く愈頃休t,/) t,＼tl)0).戸乞皮唆させる-

よう勤しr=LJ5jfo毛管昌習bo oつO

i;

絶し､て薙痔盈色代永してあすなろ食の席ごん､前乏卯長
の森さんがZjl.rLしい甲､激励にか17つりて下さ/)それそれ

/Cのこもつr=れ-三つ宣下3いまLT=乙その和と勃直感義絶

a)人徳在師17執蓬の轟如っし-て､~文､直蘇行政の同感f3-守

大泉桝＼りやすく乳5くLこおあして下さい手Lr=o及月蝕渡御

にも務節と管旬と左手=拙皇帝のi卵､らしてもこのよう.rtt患'%
-の郵和ヾ-あ呑ことはうれしいとおっしゃられ､-向井叫､lこ励

ましをat7ました"愈食もLrJDヾ･少)鮫Lこ入りーこの日初のて

伽二と乞知って琴即5Ⅳこれ糾yLご4X2の方が新入/摘

満ち帰した宣､ご壇新車ヰ紀L,も錦ニyL｢みrfさん

三つと完綿が来ます.*愛号もって生jて下こい3,とTLJを打つ

お主賓も下ごし､ました｡

冬新線離盈/.Tj)鯛埠三森丸i

遭層を葵17打線舌.丸谷重美絹J中日懐手.谷や啓子.
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三石和学グ今770割｢､アブいと何句ノ全逓f)
'･J･､･ ･･:';･{r I-_ ､

琵禦Uで-td, (･糾まLた7フL..㍗,g<幕∴符に嘩

鵠谷正系宥夜霧二孫将一､粛年度虜宮親_
'd:FZ ･会計夜宴､肇五泉凄芭計画∴テ草薮､阜嵐毒魚

篭､終章濫去､寵餓薬-象費用知昭rJわれ乏し
r:- ｡これこよ欄会友i･適励公鼻･J:,小野寺孝謝乾が

遭ムごyLました-祭新王檎天皇九尊C,後月え生か-｢

輝車乗の葱各さLJ!てJこし･､ケ頚TIiにji LEー経度

亙一箪専弥･jtlこつして患阜'-;江東礁ヤ郷斬諸摺に

作動こIrT漬されで了く､桑津-i.@了るここ､ γガを

し仇､ここ､掛子房度動了私も才媛とはめた如tL宜
し-rtとLわか-i)やすくみ施し_て下3いれF_=ニまた､

｣　間尺等,n承凍kr生が｢考是素魚祈餅久界の寛窒息■`l
よ!.) I ､う確て†濁漬され､SLEl了tc'0万人につ3

･射入場今で矧て尭溶壷一石)･凪､九分展､艶不

動こ労菟している等C)塵塚ある敢若を乍iJ･L7-今後の
節乳に期称を荷ftされ果した｡-
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r=公賓の一虜の卿6,9である藍承認額では､虚叫空

羅盟ほじの5人の丸生計熱GLて凝議に免じて･fごL)紛呼

の逢つG)-沌れユし貫うia/=t Lた｡廃盤Q)主欄叡粛啓

EJtL,､ってもス子ロイドL,D風朋･C,･.tt減に新し･強ちゃ

lJ/7肴優形の_髄UjE殖者周雛●も机.L rI-1㍍∵そ
･の軒透叫私餌射しマイ=巧考灘婆rLするか懲

悉宙身のriき射･3動私娼倉て沃′y)抽訂㌃ら与､い･｣とい

うま祭がチ･,;)全て鯛蕩らごろ互Lri再一再孝壬腐番
I ､.r=しましたb yl,一二エフ与鼻烈Iri:須藷クげて,三:'!JTJ子息壬

/抑司エきl i7 ,･'仁,公断絶J潮見も#,F}7y rj亘,夜食レま

した｡幣暫幣1. ･竿'-宵暫

i LFj利/3ミ(I/:,i -i 7こ
__一一＼_　一一一一一-一一一･へ----ー

i周年百､二の矧首如p)

てのわヾ吾<_さん草らyL字し

r=-, oエG三ん?/.訂i/4線胤塑

75才こん.D㌧B L E･,.7フォ1 /全くあ

ゆてこ繊王かr=身､ニ胡
6)乗務q',S虜早､お,蝉

射､つi,レ＼巳/)で斉えてい｢こ

ことか二;R々こ配れ､蕗は
つごねもC)があLJました｡

◎ L7,q a)祷余で新,;,'子安に亀

dlさr釆竹内後手さんか名.

くして御薗玄これ果し(=9,

語しんで輝男歳を訂新i)I. ､

たします｡

.r+-み､甘花王L,の御両親　__

ユリ. ko,愈L-j10_～-河?都子

がよit射し来し仁,紙上色町

解れやしエLTl宰す,
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(蛋)(:釘重さ)(∋ ′h轡ね

二二2･ヲ皐､俗に顛轟こ呼ばれる疾患がマスコミにも

晩/)あげ.られる准ドなjJ五年4即､ら医麻象の籍軌

も東風致し､私産/gJ都ま鹿超し机､療最も背嚢い御サー
も一統のKL,乞見いねす孝ができました｡しかし鼠艶な遭

肘全て取()除かれ[こ象でlTあL)盈せん.乾し直次ぐあう∵

てtJ熱その他の自定置酌増につきまとい･卑栄拍沃L:

て解されませA/.そ.C)たの身即がfd:かつr= Lj_属領者のい

仇､輝､奉るいr}主斬･ある夜な残金ー得体紗帝禰9

雷蔵が嬉堵3れます｡SLE患者で､ある私もその例外でけめ
LJ iせんで穿くの象多色-体級が席代/)してくれ各で励1.

本の周囲竹子､轟嵐u言患画株に健喪んの生活が藍riま

.れて7;,i)材.昔iL才幹されまttら_,_孝鑑の客液周徳の象
一_1楯も車万っいでヤ､ひtlJ鼻音も身体が崩く4D東泉Lt鮭

:もしfTLは｡虜最適乳一之の他数琴くのニヒb懐こhTは-.

;-化す.

.拷Rふt秀お印｡象直は主人が健泉でIlもしい噂の　-

ひまもみて須永って

くれてみlJ%すかて頗

みの主人が倒れr二

時､毎晩享け怒ら
くね息生温も導8)r+I

いf:-どううと∴一一



長い慮気のT-D財Z,も金くあL)ませL'

素血はとうLr-_ことか少しでも叡尊で疲れますと､首で砂姥

新大か勧bYd-,くri/)､如上にあき上るのも国琴L_-Jj I)ます｡
._　　一._　　　ー　ゝ_　　　　J. _ゝ　′_　､ ..【J J ,__J J′●､､ィ.､ナ

あか､もひt'く､牽く孝も老動て感じられ春日もuT
んを･1次碑賓食の各い略は象乱碑息rJl/K臥

しT二が.乾乱の藷殉佃のエ動こ揮い

欝qb認諾蒜蟹
までほ､

迭各線(2_73-a/i)十手教粁(373-)TLfv?舶数紬わ

十胤食代､今)､3

もを畝iAr示す･射ませんo払乱丁うり一マ神泉友J二

の給料からそれらo)給班毎とる畑ノうれ!ても;

である車は明確t存L汚す｡入札鼻葱tんて庖寮費lつ

れ､LVも介添料は/1g/o利雪も卑します｡私動蕗

紛のみでけ星蓬Tきi,fJいのです｡

食･敢1こよ')ますと､醇､.;L戸叫区ではS

孝貴の裏金が環を,)ました邑8､一

添教の補働､海産にしてもLEl 0位蕗を正孝lニー亀

す種で両で鶴鞍手当o)支給､あさ丹まホーム､入′Ll(
_～ _A JLlL._ .J　多jサi､L,｣　一.<∠^　Lh_ト　~.Jl_ヽ一　_l■.･ゝ　_ . .L I_

人見宍鴻r二は危預料の支給孝もせ､ひ岸

ここlて一洛秀ヒしてJ敷く額と銅｡
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常鑑知皐へ｡賓尊者壷　-∫ ～
丁~妙食で鞭尊へ次のよ毎尊甑玖ulか郷士

摘露の恥首相触坤､亘桓壷享顔嬢巨
かヾ･その利舶動即ることができrJL Kかサ<あE)-iitんこ

そういう人のためにも･紙托､詠めすれていrtL､Tr車
~rり垂4Ji郡｣も公軒tLtまがrJって下Zい｡

この轟気I柵埠巨額いこと叫､主婦である落着にとこて

はを如某き字賃利こ'Jってtil')押｡ゼG,て卑て庚と

･机退施i-後の琴ゝ価向でよいから!TrL^へ′しパ:をと
いう切牽け準えをきくlてつけてもJ季冬に愚考~紘射て

且ワr-A-L･へ′レ/ヾ一別夜の確鼓をあ､掛､しま寺号L

T･ニ0)病気は20代牢ら40代抑止かyJ(かれやすいtJv､

う猪徴があ')ますれぞ9)r=め詫璃爾喝金を激しrこ/)I iは

病気も姥由に級配れにと､いうケースも歩く.者蒙臓牌､

lてrJってhJ)ます｡身碑肴の持場満額の各ロか･斉免れ

･･てい呑よ無碍席轟魚名のT:-WKも扱い竜澄もみ厳し､し紘=

1纏か軽轟音の転は働く象か古郡里㌻ら通勧化
い一手にうくこt･わ-で3 ,iL1人町いすす:-そ､こぐー温血美術蝕

り監晩のJ坤(これ1軽産各港にふさわしい仕事場わ

担i･-L)'を触69 r,あ勲し-{･下郷クや卵誓､四･
.zll
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Ｊ河野業各叫万）

｀ﾉ薪尽みょ岬わ･

、/佐幕剱口答（２陶

△鉛ぶ、弗Ｊ･（心）

ｊ石崎精各･（:ｊ陶

‘。。ヘド‘バレ

弛み知らｾﾞﾆ
｜月叫列公ば齢躬tヽt功:ります。

日時が求りし糾いハ椚でこ;凛辱

聚しμ。衆しくすゴオrこ即四予フ

ァー砥部借しrてし叱鳶しりf。

⑦孚ご)俘恣

j･

＆i・゛

ナイロンタワシ剛腹をに

ｙ協力下さい。

1‘萌2加円ｔヽヽす♪
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